
平成26年
9月号

No.114

9

主な内容　p2-9子ども議会、p10あいアイからのお知らせ、p11ア
ントラーズ「稲敷市の日」、p13-14「幼稚園・保育所」入園児募集、
p14農業用プラスチック回収、p16男女共同参画講座、ほか

表紙　7月27日、江戸崎祇園祭の
一コマ。熱気も盛り上がりも最高
潮！（関連記事p26）



広報稲敷平成26年9月号　23　広報稲敷平成26年9月号

明
る
い
み
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

小
中
学
生
が
市
政
を
問
う

稲
敷
市
子
ど
も
議
会
は
今
年
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
。今
年
の
テ
ー

マ
は
「
私
た
ち
が
望
む
未
来
の
稲

敷
市
」で
、
26
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
の
質
問
も
こ
れ
か
ら
の

稲
敷
市
に
つ
い
て
大
切
な
ご
提
言

で
あ
り
、
質
問
の
仕
方
も
明
確
で

堂
々
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

将
来
心
配
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
て
、
真
剣

に
関
心
を
持
っ
て
稲
敷
市
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
と
私
た
ち
大
人
が
一
緒
に
稲

敷
市
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
３
年
生
は
あ
と
５
年
で
、

小
学
６
年
生
は
あ
と
８
年
で
20
歳

を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
す
。大
人
と
し
て
の
自
覚
、
責
任

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
を
見
つ
め
、
ど
ん
な

時
代
が
き
て
も
、
ど
ん
な
こ
と
が

起
き
て
も
助
け
合
い
な
が
ら
逃
げ

る
こ
と
な
く
、
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
持
ち
、壁
を
乗
り
越
え
、夢
を

か
な
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、自
然
、歴
史
、政
治
、経
済
、

８
月
３
日
、東
庁
舎
の
議
会
議

場
で
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
21

世
紀
を
担
う
、小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
、議
会
制
民
主
主
義

の
理
解
や
稲
敷
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、小
中
学
生
か

ら
見
た
市
政
に
対
す
る
要
望

や
意
見
な
ど
を
聴
取
し
、今
後

の
市
政
運
営
の
参
考
に
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
各
小
中
学
校
の
代
表
者（
計

17
人
）が
子
ど
も
議
員
と
な
り
、

本
当
の
議
会
に
な
ら
っ
て
、一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は「
市
を
元
気
に
す
る

取
り
組
み
」
や
「
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ

い
て
の
質
問
・
提
案
が
多
く
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
課

題
を
も
と
に
し
た
提
案
は
、参

考
に
す
べ
き
点
が
多
く
あ
り
、

今
後
、真
剣
に
検
討
し
て
い
く

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、前
半
の
部
で
は
新
利

根
中
学
校
の
坪
井
優
人
さ
ん

が
、後
半
の
部
で
は
江
戸
崎
中

学
校
の
朝
日
向
千
明
さ
ん
が

議
長
を
務
め
ま
し
た
。

※
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
質

問
・
答
弁
と
も
に
省
略
し
て

い
ま
す
。

〜未来をつくる子どもたちが求めること〜

稲敷市
子ども議会第5回

福
祉
、
社
会
、
世
界
の
状
況
な
ど
、

必
要
な
情
報
を
し
っ
か
り
つ
か
み

関
心
を
持
っ
て
、
苦
し
い
中
で
も

勉
学
に
励
み
、
心
と
身
体
を
鍛
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
今
日
の
経
験
は
生
涯
に
わ
た
り
、

生
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

教
育
長
講
評

ところがあげられます。「地産地消」をす
すめて稲敷市を元気にできるのではない
かと方策を考えてみました。
①直売所の「営業時間の延長」や「商品を
買うごとに貯まるポイント制」などの工
夫をしてはどうか。
②稲敷市を代表するカボチャ・レンコン
などのイベント販売を行ってはどうか。
③作物育成や収穫体験などで稲敷の農作
物の宣伝をしてはどうか。
以上３点についてご回答ください。

老後も楽しく不安のない生活ができる市
になればいいなと思いました。例えば、
毎日決まった人が一人暮らしの方の家に
行き、体の状態を確認してあげたりでき
るといいなと思います。また、高齢者が
やりたいことを心から楽しめる癒しの場
を作ってほしいと思います。すでに「愛
の定期便」などを行っているそうですが、
高齢者が安心して生活できる市を作るた
めにどのような取り組みを計画している
か、詳しく教えてください。

市になったときは約49,000人でしたが、
現在は約44,000人です。調べてみたら、
毎年減っていることがわかりました。人
口が増えるように、稲敷市がもっと魅力
的な市にならなければならないと思いま
す。例えば、市民が働ける会社をたくさ
ん誘致したり、みんなが楽しめるような
複合スポーツ施設を作ったらどうでしょ
うか。稲敷市としては、人口を増やすた
めにどんな対策を考えているのか教えて
ください。

各直売所の方たちと意見交換をしながら、より
良い方向に進めていきたいと考えています。
②カボチャ・レンコンなどのイベント販売は、
かぼちゃフェアを開催したり、都内に出向い
て市の農産物のPR活動を行っています。こ
れらのイベントをさらに充実させていきたい
と考えています。
③農作業体験については、お田植え祭やレン
コン農家による収穫体験などを実施していま
すので、さらに充実させていきたいと考えて
います。

生きがいのある人にやさしいまちづくり」を
目的として「高齢者福祉計画・第5期介護保
険事業計画」を作っています。この計画の中
で、民生委員の方々が定期的に一人暮らしの
高齢者宅などを訪問し、安否の確認や相談を
行っていただくということがあります。癒し
の場については、「いこいのプラザ」や「みん
なのいこいの広場」でカラオケ教室や料理講
座などを行っています。ボランティアの方々
が中心となって、地域の住民誰もが集える「サ
ロン」を開いているところもあります。

議席番号②
	 沼里小学校6年
	 仲内  舞

議席番号①
	 江戸崎中学校3年
	 朝日向 千明

議席番号③
	 古渡小学校6年
	 岡埜 圭汰

稲敷市の人口減少対策について
質問します。平成17年に稲敷

私の質問は、高齢者の孤独死を
防ぐための政策についてです。

稲敷市のよい所として、おいし
い農作物がたくさん収穫できる

高齢者の方がより安心して生活でき
る稲敷市となるために「思いやりと

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

策を考えることといたしました。ご提案のと
おり、働く場所としての会社が増えれば、と
ても良いと考えています。ぜひ「工業団地」に
会社を増やしたいと考えています。「複合ス
ポーツ施設」の整備は、莫大な費用がかかる
ため、すぐに整備することはできませんが、
稲敷市にはたくさんのスポーツ施設や公園も
あります。楽しいイベントもたくさんありま
す。市の良いところを周りにたくさんPRし
て、稲敷市の魅力を伝えていきたいと考えて
います。

市では「人口減少対策プロジェクト
チーム」を作って様々な人口減少対

①今回ご提案いただいた「直売所の営
業時間延長」や「ポイント制」を含め、
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と勉強し、おどろきました。現在は、商店
街を歩いて買い物をする人はとても少な
いように思えます。私は商店街で人と人
がふれあい、会話を楽しみながら買い物
をする事も今の世の中では大切な事だと
思います。活気のある商店街を目指し、
地域の方々もいろいろなイベントを企画
し、工夫をしていますが、さらに、魅力あ
る商店街にするために、稲敷市としてど
のような取り組みを考えているか、お伺
いします。

議席番号⑧
	 君賀小学校5年
	 廣瀬 愛

議席番号⑤
	 江戸崎小学校6年
	 山岡 優笑

議席番号⑦
	 新利根小学校6年
	 油原 太一

議席番号④
	 あずま東小学校6年
	 菅井 駿介

議席番号⑨
	 東中学校3年
	 木内 大翔

議席番号⑥
	 浮島小学校6年
	 武内 心優

られそうになったりするという話をよく
耳にします。そこで次の2つのことをお
聞きします。
①不審者を出没させない環境について、
草が生い茂っている場所や外灯が少なく
て夕方になると真っ暗になる場所があり
ます。防犯カメラも設置されていません。
改善する方策はあるのでしょうか。
②スクールガードリーダーの方を各校1
人配置することや子どもを守る110番
の家をふやしていただけないでしょうか。

ことをしています。防犯灯の設置と、草が生
い茂り危険な土地の所有者へ除草・枝払いの
お願い、各学校において家庭との協力による
巡回や引率の実施です。
②「スクールガードリーダーの各校1名の配
置」は、経験のある人が少なく現在の3名か
ら増やすことが難しい状況ですが、引き続き
探していきます。「子どもを守る110番の家」
については、各学校のPTAと一緒に、協力し
ていただけるご家庭を探して増やしていくこ
とを考えています。

最近、市内の小・中学生が不審
者に声をかけられたり、連れ去

①「不審者を出没させない環境」を
作るために、市ではおおむね3つの答弁質問

置」についてです。稲敷市でも、先日は殺
人事件が起こったり、様々な不審者情報
が入ったりと治安が悪くなっているよう
に感じます。そのような環境の中、子ど
もだけで遊ぶことはとても危険なことだ
と思います。だからといって、家に引き
こもっていると不健康な生活になってし
まいます。安心して体力向上のための運
動ができ、友達同士の遊びを通して、様々
なことが学べる施設の設立は可能でしょ
うか。

安心できる学校生活を送るためには、い
じめをなくすことはとても大切なことだ
と思います。でも、いじめは、なかなかな
くなりません。もしかしたら、今、いじめ
でつらい思いをしている人もいるかもし
れません。だから、いじめを防止するた
めに稲敷市が市として取り組みをしてい
る「稲敷市いじめ防止基本方針」につい
て詳しく教えてほしいと思います。
よろしくお願いします。

も切れない関係だと思っています。し
かし、後継者は少なく、農業をする人
も減ってきているという現実を知りま
した。ぼくたちが大人になる時を考え
たら稲敷市で有名なミルキークイーン
や江戸崎カボチャ、レンコンやブロッ
コリー、トマトなど、どうなっている
のでしょうか。稲敷市の農業を継続し
ていくために、市ではどのような努力
や取り組みをされているのかを教えて
ください。

1つ目に浮島のレンコンをPRする場所
を提供していただけないでしょうか。2
つ目は市の行事の「あげ餅自慢大会」の
ように、レンコン料理のコンテストを開
いていただくことはできますか。
また、花火大会などの大きな行事の時に、
浮島レンコンを販売するコーナーなどを
作っていただきたいと思います。ぜひ、
浮島のおいしいレンコンがたくさんの人
の食卓にのぼるといいなと思いますので
ご検討よろしくお願いします。

オープンし「商店街の情報発信の場」「憩いの
場」「遊び楽しみ空間」として広く利用いただ
き、街づくり活性化のためのイベントを行う
など多くの方々が商店街に訪れるような事業
を積極的に行っています。また、稲敷の特産
品を使った「稲四季弁当」の制作にも取り組
んでいます。そして今年、地域活性化と市の
魅力をPRするマスコットキャラクターの制
作を進めています。着ぐるみやキャラクター
グッズを活用し、商店街に賑わいを取り戻せ
るよう取り組んでいきます。

童クラブや放課後子ども教室、就学前の子育
て家庭を対象とした子育て支援センター、地
域活動としての子ども会などが、友達同士の
遊びを通して様々なことが学べる場となって
います。市の出生数は年々減少傾向にあり、
学校再編の計画が進んでいます。今後、学校
再編が進んで新しい小学校区になる場合には、
その地域にあった健全な遊び場や居場所づく
りとしての児童クラブや放課後子ども教室、
ご質問にあった児童館などの設置に向けた総
合的な検討も必要であると考えます。

童生徒の豊かな心を育み、いじめの未然防止
に努める。」2つ目は「いじめを早く見つける
とともに、いじめが起こった場合には、みん
なで素早く対応していく。」3つ目は「いじめ
は、学校だけで起こるものではないので、家
庭や地域の方も協力していじめ問題に取り組
む。」ことです。「いじめを見て見ぬふりをし
ない社会」をみんなで築いていけるように取
り組んでいきます。いじめがあった場合は、
決して1人で悩まずに、先生や教育委員会、
家族や友達に迷わず相談してください。

や施設を新たに導入しようとする方に対して、
国や県と協力して補助金を出すことによって
応援する仕組みを行っています。また、若い
人が農業を始める、または親から引き継いで
農業を始めようとするときに、経営が軌道に
のって収入が安定するまでのあいだ、生活資
金などを補助するといった取り組みも行って
います。稲敷市の農産物をもっとPRして、若
い人に魅力ある仕事として選んでもらえるよ
うな農業を実現できるよう、精一杯努力して
いきます。

をはじめ様々なイベントに参加し、PRに取
り組んでいます。また、テレビの全国放送や
新聞、雑誌などマスコミを通じて紹介してい
ます。現在、市内に住む子どもたちにもっと
浮島のレンコンを知ってもらえるよう、学校
給食へのレンコン提供を行っています。今後
は、市の花火大会などのイベントを活用し
PRしていきたいと考えています。
　レンコン料理のコンテストの開催につきま
しても、学校や地域の皆さんと相談し、ぜひ
実現できるよう進めていきます。

私が住んでいる江戸崎地区の商
店街は昔はとても活気があった

私の質問は、「稲敷市いじめ防
止基本方針」についてです。

農業について質問があります。
僕は、稲敷市と農業は切って

浮島の名産である「レンコンの
PR」について2つ提案します。

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

質問

質問

質問

質問

質問

江戸崎商店街活性化の起爆剤として、
「えどさき笑遊館」をリニューアル

「稲敷市いじめ防止基本方針」の大
きな柱は3点あります。1つ目は「児

市では、後継者不足と農業者の減少
への対策として、農業に必要な機械

市では、浮島のレンコンの店頭での
消費宣伝やチューリップまつりなど

市では、小学校の児童を対象に学校
施設を使用して行っている放課後児

私の質問は、「児童館など安心
して遊ぶことのできる施設の設
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議席番号⑪
	 あずま西小学校6年
	 石本 彩菜

議席番号⑩
	 桜川中学校3年
	 内野 紗月

議席番号⑫
	 高田小学校6年
	 仁礼 藤乃

稲敷市は野菜の生産が盛んですが、他の
地域の人たちはあまり知らないのではな
いでしょうか。特産の野菜を使ったご当
地グルメを作り、多くの人に広める、と
いう考えを提案します。稲敷市のキャラ
クターについては、市内の人たちからデ
ザイン案を募集し、新たなキャラクター
を作ることはできないでしょうか。ぜひ
稲敷市の名物やキャラクターについて検
討してほしいと思います。

り組んでいます。また、えどさき笑遊館を中
心に取り組んでいる稲四季弁当は、市の農産
物を活かした、まさに稲敷グルメの一つです。
今後はこれらのグルメをPRするとともに、
新たな稲敷グルメを作り出す取り組みを進め
ていきたいと考えています。市のキャラクタ
ーにつきましては、現在、マスコットキャラ
クターのデザインの募集をしています。キャ
ラクターグッズも作成し、市のPRを活発に
行っていこうと考えています。

私からの質問は、稲敷市の名物
やキャラクターについてです。

市では、かぼちゃフェアなどイベン
トをとおして農産物のPR活動に取答弁質問

くなって手放された犬や猫が増えていま
す。そして、それらの犬や猫は、いたると
ころでふんをし、民家の庭で鳴き、いた
ずらをし、たくさんの人の迷惑になって
います。稲敷市では捨て犬や捨て猫を減
らすために、どのようなことをしていま
すか。また、どうしたらこれらをなくせ
るとお考えでしょうか。また、稲敷市の
動物保護、愛護条例や避妊費用の補助、
里親探しなどについてどうなっているの
でしょうか。

ークやイベントを開催することを提案し
ます。理由は２つあります。１つは、稲敷
市をたくさんの人が訪れる街にしたいか
らです。たくさんの人が集まれば、お店
もにぎわい、活気あふれる街になると思
います。もう１つは、イベントなどを通
して、稲敷市がみんなから注目されるよ
うになると、素敵だと思ったからです。
これらのことにより、稲敷市の人口は増
え、大きな街に発展すると思います。

が、茨城県の条例の中で「茨城県動物指導セ
ンター」と市民のみなさんの間で連絡・調整
するような仕事をしています。動物の保護に
ついては、捨て犬、捨て猫の一時預かりを行
っています。また、犬・猫の避妊手術などにつ
いて、茨城県獣医師会の行っている補助制度
を紹介しています。このほか、広報紙などを
利用し、飼い主としての責務や避妊手術の必
要性についてお知らせをすることで、飼い主
の方に「モラルのある飼育」を粘り強く呼び
かけていきたいと考ています。

募集しているところであります。このマスコ
ットキャラクターの目的は、稲敷市をPRす
ることと、地域の活性化にあります。市のイ
ベントに参加し、商店街や圏央道パーキング
エリアで市の特産品を売ったりすることで、
市民が元気になり、活気あふれる街にするこ
とができます。また、「マスコットキャラクタ
ーを中心にしたテーマパーク」につきまして
は、市で建設することは、莫大なお金がかか
ることですので難しいことです。

私の質問は、動物保護、愛護に
ついてです。現在、飼いきれな

私は、稲敷市でマスコットキャ
ラクターを中心にしたテーマパ

答弁

答弁

質問

質問

市では、動物愛護、保護条例をつく
り対応するまでには至っていません

現在、市のマスコットキャラクター
を製作するため、デザインと愛称を

議席番号⑭
	 阿波小学校6年
	 佐藤 丈知

議席番号⑬
	 あずま北小学校6年
	 鳥羽 悠吾

議席番号⑮
	 鳩崎小学校6年
	 沼㞍 瑠奈

館や公民館の本を、学校から自分で検索
できるようなネットワークシステムが導
入されると良いと思います。
また、学校の先生が1学期に１回、市の
図書館から本を借りられるサービスがあ
りますが、それ以外にも希望の本があっ
た場合は、移動図書館やメール便などを
利用して、学校に届けていただくことは
可能でしょうか。

てきています。「子育てしやすい環境づ
くり」のため、私は、「子ども預かりサポ
ーター制度」を作るとよいのではないか
と考えました。これは、子どもを預かっ
てくれるサポーターを市で登録しておき、
必要な時に預けたい人が依頼できる制度
です。この制度を作ることを提案します。
また、稲敷市では子育てしやすい環境づ
くりのためにどんなことをしているのか、
今後どんなことをしていく予定なのかに
ついてご質問します。

今、霞ヶ浦や新利根川などが昔に比べる
と少しずつきれいにはなっていますが、
まだアオコなどが発生している場所があ
るのが現状です。そこで、ボランティア
で活動している団体と一緒に小学生もア
オコの除去や水の浄化をすることを提案
します。自分たちの力で少しでも稲敷市
の自然がきれいになることで、今まで以
上に自然や環境について考えるきっかけ
になると思います。

学校にインターネットにつながるパソコンが
あれば、図書館のホームページから図書館の
すべての本の検索が出来るようになっていま
す。ぜひ、検索してみてください。貸し出し希
望の本を学校に届けてほしいというご質問で
すが、各学校への図書の貸し出しには、団体
カードをご利用できます。1学期に1回のサ
ービスではなく、貸出期間の学期内で何度も
借りることができます。

ファミリーサポートセンター ｣という制度が
あります。子どもを預かる「まかせて会員」、
子どもを預けたい「お願い会員」にそれぞれ
登録をして、子育ての相互援助活動を行って
おります。「子育てしやすい環境づくりのた
めにどんなことをしているか、今後どんなこ
とをする予定なのか」については、市内の保
育所で0歳児から預かるほか、時間を延長し
たり、児童クラブや放課後子ども教室におい
て遊びの場を設けてあります。これからも子
育てしやすい環境づくりに努めます。

り見かけませんが、茨城県の環境対策課や茨
城県科学技術振興財団というところで事業を
進めていると聞いています。学校ごとに活動
についてよく調べてもらい、学習計画を検討
していただくなど、学校にも働きかけていき
たいと考えます。勉強の中に、環境保全や自
然保護に関する体験学習や地域の方々との交
流を取り入れることはとても良いことです。
自然の大切さを学び、郷土を愛する気持ちを
大いに育んでいってほしいと思います。

現在の日本は、少子高齢化が進
み、子どもの数がどんどん減っ

僕は、豊富な自然や水に恵まれ
た稲敷市を誇りに思っています。

答弁

答弁

答弁

質問

質問

質問

「子ども預かりサポート制度」につ
いては、同じような内容の事業で｢

ご提案のあったアオコの除去につい
ては、地域においての活動例はあま

図書館の検索システムはインターネ
ットからも利用する事が出来ます。

私の質問は、「図書貸し出しの
改善」についてです。市の図書
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議席番号⑰
	 新利根中学校3年
	 坪井 優人

議席番号⑯
	 あずま南小学校6年
	 須磨 桃子

の安全」についてです。私の住んでいる
地区には110番の家が3件しかありま
せん。不審者のことを考えると、どこに
助けを求めていいか心配です。
２つ目は「通学路の整備」についてです。
利根川の土手沿いの道は雑草が私の背の
倍ぐらい伸びてしまう所があります。除
草の回数を増やし、通学路を整備してい
ただきたいと思います。安全で安心でき
る通学路になるよう、ぜひ検討してほし
いと思います。

回や引率などを実施し、スクールガード・リ
ーダーやスクールサポーターなどがパトロー
ル車で計画的に巡回しております。「110番
の家」については、各学校のPTAの方々と一
緒に未登録のご家庭にご協力をお願いしてい
きたいと考えています。
②「通学路の整備」についてのご質問ですが、
国や県が管理する道路もありますので、除草
する優先区間・実施の時期などを含め、効率
のよい除草作業を実施するよう相談し、要望
していきます。

私は通学路について2つの質問
があります。１つ目は「通学路

①「通学路の安全」については、各学
校において、家庭と協力しながら巡答弁質問

応」についてです。平成24年東京都で起
きた、小学5年生が給食で食物アレルギ
ーにより死亡した事故は衝撃的でした。
食物アレルギーが原因で死に至るという
ことは、非常に怖いことだと思います。
そこで、稲敷市の給食などによる食物ア
レルギーの現状と具体的な対応策を教え
てください。また、稲敷市では、食物アレ
ルギーの子どもは増加傾向にあるのでし
ょうか。給食などの今後の対応策があれ
ば、お聞かせください。

アレルギーに対応した学校給食の提供を行い、
献立詳細表や個別表を家庭に送付し確認をし
ています。食物アレルギーへの対応について
は、ご家族の方と養護教諭などとともに個別
面談を実施し、アレルギーの原因食物を除外
しながら食べられるか、替わりのものとなる
食品を用意するかを確認しています。食物ア
レルギーのある児童生徒は増加傾向にあり、
現在20名です。これからも安全でおいしい
給食を作っていきますので、安心して食べて
いただくようお願いいたします。

僕の質問は、「給食などに対す
る食物アレルギーの状況と対 答弁質問 市では、「学校における食物アレル

ギー対応の手引き」に基づき、食物

切り取り線
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 〜番外編〜   子ども議会の一日
子どもたちは大忙し！慣れない中での【議会】初体験で、大人にも緊張が
伝わる場面もありました。子ども議会の1日を紹介します。

事前説明会の様子。全員、真剣に説明を聞いています。ドキドキ…

委嘱状の交付。ここから【議員】さんの始まりです。

いよいよ本番！発言に注目！
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（株）鹿島アントラーズFC

DAYS
FRIENDLY TOWN

ANTLERSKASHIMA
1 試合ご招待・ご優待

稲敷市に在住、在勤、在学の方を対象に、カテゴリー 4（指
定席）またはサポーターズシートを1,000円でご優待い
たします。また、小中学生と65歳以上の方、ファンクラ
ブ会員の方は無料でご招待いたします。
▽引換開始時間：午前8時〜
※事前申込は不要です。当日、チケット引換券（10ペー
ジ）および、市内在住、在勤、在学であることを証明する
ものを持参のうえ、下図のイベント窓口にお越しくださ
い。※カテゴリー 4（指定席）は先着順となります。

※当日スタジアム内（稲敷市イベ
ント会場）にて特産品販売や芸能
披露などの稲敷市PRイベントも
実施します。ぜひご来場ください。

2 カシマサッカースタジアム見学ツアー

普段立ち入ることの出来ないピッチサイドなどスタジア
ム内を鹿島アントラーズFCのスタッフがご案内しま
す！
▽参加費：大人300円、小中学生100円
※カシマサッカーミュージアム入館料込み
▽対象：市内在住、在勤、在学の方
▽集合場所：スタジアム見学ツアー集合場所（左図参照）
※試合観戦チケットを購入後に集合をお願いします。
▽集合時間：午前9時15分
▽注意事項：小学生以下のお子様は保護者の方の同伴が
必要となります。
◇ 参加申込 ◇
▽申込日時：9月8日（月）〜25日（木）　
　　　　　　午前8時30分〜午後5時
▽必要事項：代表者の氏名、住所、電話番号、参加者氏名
▽申込方法：稲敷市企画課へ電話で申込
▽募集人数：先着20人（定員になり次第締切）

鹿島アントラーズFC
フレンドリータウンデイズ

J1リーグ第27節　　VS　ガンバ大阪
午後12時30分 キックオフ （カシマサッカースタジアム）

10月5日（日）

フレンドリータウンデイズ「日立市の日」
も同時開催!ぜひご参加ください！

1 ゲート 新日鐵住金ゲート
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「稲敷市の日」

　ⓒKASHIMA ANTLERS

会場案内図

▲例年の「稲敷市の日」イベントの様子

問い合わせ先
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
tel. 029-892-2000（内線2604）

あいアイがリニューアルします♪
　子育て支援センター あいアイ が9月から内容を新しくし、より多
くの方に利用していただけるよう変わります。
　また、あいアイ通信も見やすい内容になりますので、お楽しみに！
　あいアイ通信は、支援センターあいアイ、あいアイ東、あいアイ桜川、
まちかど情報センター（パンプ２Ｆ）または市ホームページ内
COCOLOカフェでご覧ください。
●子育て支援センターあいアイ　☎0297-87-7070

『ぴょんぴょんルーム』毎週（火）午前10時30分～
対象：1歳半～
　　　就園前の親子

リズム遊び、運動遊び、製作などを親子で楽しみます。
予約の必要はありません。

『ベビーマッサージ』毎週（木）午前11時～
対象：3か月～
　　  10か月くらい 予約の必要はありません。

『 マ マ と 遊 ぼ う 』月１回午前10時30分～
対象：ベビーマッサージ
卒業～ 1歳半 ふれあい遊び。予約が必要です。

《内容のご紹介》

切り取り線

　○お問い合わせ・申込み先
　稲敷市ファミリーサポートセンター
　（稲敷市子育て支援センター　あいアイ内）
　〒300-1411　稲敷市伊佐津3239-1
　（ふれあいセンター内）
　Tel ／ Fax.　0297-87-7070

ファミリーサポートセンター　まかせて会員（提供会員）募集！
　ファミリーサポートセンターは育児の「援助を受けたい人」（おねがい会員）と「援助を行いたい人」（まかせて会員）が会員
になり助け合うことを目的にした有償の子育て相互支援の会員組織です。
　近年おねがい会員の方が増えてきました。そんな方々の子育ての手助けをしてくださる方を募集しています。特別な資格
は必要ありません。子育ての経験があればどなたでも登録できます。子育てが終わり、時間に余裕が出来た方、何かボランテ
ィアをしたい方など、ぜひ会員としてお手伝いください。
☆おねがい会員も募集しています。（初めての利用の際は、２時間無料券をご利用いただけます）

イベントなどのお手伝いもあります



幼稚園や保育所などを利用する際、
　　　　　　　　　 手続きや保育料が変わります！！
幼稚園や保育所等の利用にあたっては教育・保育の必要性に応じた支給認定を受ける必要があります。

保育認定を受ける場合１ ２

３ ４

申請するお子さんの保護者が、次のいずれかに該当する
ことが必要です。
※同居の親族の方が子どもを保育することができる場
　合、その優先度を調整します。

□就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内労
　働など基本的にすべての就労に対応）
□妊娠、出産
□保護者の疾病、障害
□同居または長期入院等している親族の介護・看護
□災害復旧
□求職活動（起業準備を含む）
□就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
□虐待やDVの恐れがあること
□育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもが
　いて継続利用が必要であること
□その他、上記に類する状態として市町村が認める場合

利用手続きの流れ　　※10月から平成27年4月入園（入所）の受付を始めます。

2号認定または3号認定を受ける方は保育の必要量に
よって「保育標準時間」（最長11時間）または「保育短
時間」（最長8時間）に区分されます。

新制度の利用にかかる保育料は、幼稚園も保育所と同
様に保護者の所得に応じた支払いが基本となります。
詳細は決定次第お知らせします。

支給認定の種類（3つの認定区分）
１号認定：教育標準時間認定
→お子さんが満３歳以上で、教育を希望される場合
 利用先
幼稚園（新利根幼稚園・みのり幼稚園・ゆたか幼稚園）
認定こども園（江戸崎幼稚園・桜川幼稚園・江戸崎みどり幼稚園）

保育の必要量に応じた区分 新制度の利用にかかる保育料

２号認定：満３歳以上・保育認定
→お子さんが満３歳以上で、保護者の就労や疾病等により、
保育を希望される場合
 利用先
保育所（江戸崎保育園・新利根つばさ保育園・幸田保育園）
認定こども園（江戸崎中央保育園・桜川保育所・江戸崎みどり幼稚園）

３号認定：満３歳未満・保育認定
→お子さんが満３歳未満で、保護者の就労や疾病等により、
保育を希望される場合
 利用先
保育所（江戸崎保育園・新利根つばさ保育園・幸田保育園）
認定こども園（江戸崎中央保育園・桜川保育所）
地域型保育

①幼稚園等に直接利用申込みをします ①市に「保育の必要性」の認定を申請します
　※【③利用希望の申込み】も同時にできます

②市から認定証が交付されます（2号認定・3号認定）

③保育所等の利用希望の申込みをします
　（希望する施設名などを記載）

④申請者の希望、保育所等の状況などにより、市
　町村が利用調整をします

⑤利用先の決定後、契約となります

②幼稚園等から入園の内定を受けます
  （定員超過の場合などには抽選などの選考あり）

③幼稚園等を通じて利用のための認定を申請します

④幼稚園等を通じて市町村から認定証が交付され
　ます（1号認定）

⑤幼稚園等と契約します

幼稚園・認定こども園等を利用希望の場合 保育所・認定こども園等での保育を利用希望の場合
園名 住所 電話番号 バスの運行範囲 バス対象児

公立
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園・江戸崎幼稚園） 高田930-1 029-893-0840 江戸崎、君賀、沼里、鳩崎、高田小学校区 3歳以上
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所・桜川幼稚園） 古渡305 029-894-2013 阿波、浮島、古渡小学校区 3歳以上

私立 認定こども園
江戸崎みどり幼稚園 蒲ヶ山42-7 029-892-1075 稲敷市全域 満3歳以上

公立

新利根幼稚園 上根本3301 0297-87-3177 新利根小学校区 3歳以上

みのり幼稚園 結佐2534-8 0299-78-2116 あずま南、あずま東小学校区 3歳以上

ゆたか幼稚園 福田1169 0299-79-1416 あずま北、あずま西小学校区 3歳以上

私立

江戸崎保育園 江戸崎乙1258 029-892-2670 江戸崎、鳩崎、沼里小学校区一部
（希望者により変更あり） 3歳以上

新利根つばさ保育園 角崎1578-2 0297-87-3600 無

幸田保育園 幸田1349 0299-79-2296 東地区全域 3歳以上

■受付期間：平成26年10月8日（水）～ 10月17日（金）	
	 ※ 平日のみ
■受付時間：午前9時～午後4時まで
■受付場所：市内の入園希望園（公立）へ直接申込みくだ
	 さい。後日面談があります。
■申込書類：10月1日以降、市内公立認定こども園・幼稚
	 園、子ども家庭課、市ホームページにあります。
　※ 申込者が多数となった場合は公開で抽選になります。
■入園資格
　□1年保育（5歳児）
　　平成21年4月2日～平成22年4月1日生まれ
　□2年保育（4歳児）
　　平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ
　□3年保育（3歳児）
　　平成23年4月2日～平成24年4月1日生まれ
　※ 集団で生活するにあたり介助を必要とする幼児は、保
　　 護者の付き添いをお願いする場合があります。
■平成27年4月からの授業料については、保護者の所得
　に応じた支払いが基本となりますが、詳細については、
　決定次第お知らせいたします。

■入所基準
　・市内在住の、0歳児から小学校就学前の児童であること。
　・保護者が就労、妊娠・出産、疾病、病人の介護・看護、災
	 害復旧、求職活動、就学、虐待などの恐れがある場合な	
	 どの理由により、保育を必要とする場合に限ります。
■受付期間：平成26年10月8日（水）〜10月24日（金）
	 ※ 平日のみ
■受付時間：午前8時30分〜午後5時まで
■受付場所：各総合窓口課（新利根庁舎は子ども家庭課）
■申込書類：10月1日以降、各総合窓口課、子ども家庭課、	
	 市ホームページにあります。
■その他
　稲敷市外の認定こども園・保育所などで保育を希望され
　る場合は、市町村により締切日が異なりますので、希望
　される認定こども園・保育所などの所在市町村の保育担
　当課に締切日を確認のうえ、事前に（締切日の2週間程
　度前までに）、稲敷市子ども家庭課へ申込書類を提出し
　てください。

■問合せ先
　稲敷市子ども家庭課子ども教育係（新利根庁舎）
　☎029-892-2000（内線3400・3403）

平成27年4月からの「幼稚園・保育所」入園児を募集します

3歳以上児（認定こども園・幼稚園）

市内認定こども園・幼稚園・保育所一覧

認定こども園えどさき、桜川こども園、新利根幼
稚園、みのり幼稚園、ゆたか幼稚園

認定こども園江戸崎みどり幼稚園

公立

私立
□満3歳児保育も実施します。
■受付期間：10月1日（水）から随時受付になりますので、
	 直接園に申込みください。
■入園説明会：9月8日（月）10時30分～開催。申込書類	
	 を配布します。

0歳児〜5歳児（認定こども園・保育所）

認定こども園えどさき、桜川こども園

江戸崎保育園、新利根つばさ保育園、幸田保育園

公立

私立

来年度の入所から、「認定証」が交付されますので、大
切に保管してください。
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屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す

　

ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に

ま
ち
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
屋
外
広
告
物
（
常
時
ま
た
は

一
定
の
期
間
継
続
し
て
、
屋
外

で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
広
告
物

の
こ
と
で
、看
板
、立
看
板
、は

り
紙
、
は
り
札
の
ほ
か
、
広
告

板
、
建
物
な
ど
に
掲
出
さ
れ
た

も
の
な
ど
）」
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
市
町

村
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め

に
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

と
き
は
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
許
可
手
続
や
許
可
基
準
な
ど

の
詳
細
は
下
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
主
な
規
制
の
例

屋
外
広
告
物
は
、「
ま
ち
の
良

好
な
景
観
の
形
成
」
と
「
公
衆

に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の
点

か
ら
、
表
示
場
所
や
大
き
さ
な

ど
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

○
自
己
の
店
舗
な
ど
か
ら
離
れ

た
場
所
に
表
示
す
る
場
合
な
ど

　
道
路
の
敷
地
境
界
か
ら
一
定

の
範
囲
の
区
域
、
信
号
機
の
付

近
な
ど
の
「
禁
止
地
域
」
お
よ

び
街
路
樹
、
道
路
標
識
、
電
柱

な
ど
の
「
禁
止
物
件
」
に
は
原

則
と
し
て
広
告
物
を
表
示
で
き

ま
せ
ん
。

○
自
己
の
店
舗
な
ど
に
、
店
名
、

取
扱
商
品
名
な
ど
を
表
示
す
る

場
合（
自
家
広
告
物
）

次
の
場
合
は
、
禁
止
区
域
で
も

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
：
広
告
物
の
合
計
面
積
が
5

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
許
可

基
準
に
適
合
す
る
場
合

2
：
広
告
物
の
合
計
面
積
が
１

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
第

1
種
禁
止
地
域
に
あ
っ
て
は
、

合
計
面
積
が
建
物
の
規
模
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
面
積
以
下
で
、

1
つ
の
広
告
物
の
面
積
が
15
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
）
で
、
許
可

基
準
に
適
合
し
、
市
長
村
長
の

許
可
を
受
け
た
場
合

■
有
効
期
間

屋
外
広
告
物
は
、
種
類
ご
と
に

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

東
地
区
・
江
戸
崎
地
区

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
10

月
に
東
地
区
、
11
月
に
江
戸
崎

地
区
で
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ

ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を

実
施
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は

下
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

排
出
さ
れ
る
方
は
登
録
料
・
処

理
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
６
月
の
回
収
時
に
登

録
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た

方
は
、
処
理
料
の
み
と
な
り
ま

す
。

※
新
利
根
地
区
、
桜
川
地
区
の

方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

【
回
収
品
目
】

①
使
用
済
農
ビ
＝
使
用
済
農
ビ

の
み
。黒
色
、
糸
入
り
は
回
収

し
ま
せ
ん
。

※
農
ビ
に
は
、統
一
マ
ー
ク「
農

ビ
」
を
ブ
ル
ー
系
で
プ
リ
ン
ト

し
て
あ
り
ま
す
。

②
使
用
済
農
ポ
リ
＝
ハ
ウ
ス
等

被
覆
用
ポ
リ
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
遮
光
シ

ー
ト
、果
実
下
敷
材
、灌
水
・
散

水
チ
ュ
ー
ブ
、
苗
箱
、
園
芸
用

育
苗
ト
レ
イ
・
ポ
ッ
ト
、
肥
料

袋
、ポ
リ
コ
ン
テ
ナ
な
ど

③
そ
の
他
＝
畦
シ
ー
ト
、
不
織

布（
パ
オ
パ
オ
な
ど
）、
マ
イ
カ

線（
今
年
度
に
限
る
）

※
農
ビ
と
農
ポ
リ
は
分
別
し
、

洗
浄
し
土
砂
な
ど
を
除
去
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
先
】

10
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
農
政

課
へ
各
個
人
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。申
し
込
み
時
に
①
住

所　
②
氏
名　
③
電
話
番
号　

④
回
収
品
目
（
農
ビ
・
農
ポ
リ

の
量
、苗
箱
の
枚
数
）を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。回
収
日

時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
申

込
者
の
方
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
事
務
局

稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係　

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

５

許
可
期
間
（
最
長
３
年
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。許
可
期
間

の
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
す

る
た
め
に
は
、
更
新
許
可
の
手

続
が
必
要
で
す
。許
可
期
間
が

切
れ
た
屋
外
広
告
物
は
、
違
反

広
告
物
と
し
て
除
却
命
令
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
３
）

本
新
土
地
改
良
区

　
総
代
総
選
挙
の
お
知
ら
せ

■
主
要
日
程
な
ど

▽
告
示
日
：
９
月
28
日（
日
）

▽
立
候
補
受
付
：
９
月
28
日

（
日
）、29
日（
月
）の
２
日
間

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
受
付
場
所
：
市
役
所
東
庁
舎

▽
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
：
10

月
５
日（
日
）

※
投
票
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、
投
票
場
所
は

市
役
所
東
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

（
定
数
を
超
え
な
い
時
は
無
投

票
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
江

戸
崎
庁
舎
・
総
務
課
内
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

小
児
マ
ル
福
の
制
度
改
正

　

県
制
度
対
象
範
囲
が
拡
大

10
月
1
日
よ
り
、
マ
ル
福
の
県

制
度
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

す
。こ
れ
ま
で
、
小
学
3
年
生

ま
で
だ
っ
た
県
制
度
対
象
者
が

中
学
3
年
生
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
中
学
生
は
入
院
分

が
県
制
度
対
象
、
外
来
分
は
稲

敷
市
単
独
事
業
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
4
年
生
か
ら
中

学
3
年
生
ま
で
の
方
は
、
お
持

ち
の
マ
ル
福
受
給
者
証
は
10
月

か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
10
月
1
日
か
ら
お
使
い
に
な

れ
る
新
し
い
受
給
者
証
を
9
月

末
ま
で
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。使

い
方
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

　
中
学
生
の
入
院
分
受
給
者
証

は
申
請
さ
れ
て
か
ら
受
給
者
証

発
行
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
お
手
元
に
届
い
た
受
給
者
証

の
保
険
者
番
号
と
現
在
お
持
ち

の
健
康
保
険
証
が
違
っ
て
い
た

場
合
は
、
受
給
者
証
と
新
し
い

保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

っ
て
、
お
近
く
の
総
合
窓
口
課

ま
た
は
保
険
課（
医
療
福
祉
係
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
お
よ
び
ひ
と
り

親
家
庭
の
要
件
で
マ
ル
福
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
医
療
福
祉
係

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６

０
６
・
４
６
１
１
）

稲
敷
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

デ
ザ
イ
ン
の
市
民
投
票
を
行
い
ま
す

現
在
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

い
た
だ
い
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
募

集
は
８
月
29
日
を
も
っ
て
終
了

し
、
選
考
に
入
り
ま
す
。選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
も
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
９

月
下
旬
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
の
市
民
投
票
を
行
い
ま

す
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
さ
て
、
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
楽
し
み
に
！ 

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）
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行
政
相
談
週
間

　

め
ざ
そ
う　
住
み
よ
い　
ま
ち
づ
く
り

10
月
20
日（
月
）か
ら
26
日（
日
）

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

例
え
ば
、
写
真
の
よ
う
に
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
ん
な

時
に
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
所

毎
月
指
定
の
木
曜
日
に
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。市
の
行

政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
つ

け
ま
す
。（
Ｐ
23
心
配
ご
と
等

合
同
相
談
参
照
）

■
特
設
相
談
所

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

▽
日
時
：
10
月
20
日
（
月
）　

午
後
２
時
〜
４
時　
▽
場
所
：

江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
パ
ン
プ
２
階　
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

■ 

問
合
せ
先

・
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課　
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７

・
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）　

☎
０
５
７
０
︲

０
９
０
︲
１
１
０

・
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
２
０
４
）

就
学
時
健
康
診
断

　

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

の
小
学
校
入
学
児
を
対
象
に
就

学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
実
施
日

の
20
日
前
頃
ま
で
に
通
知
を
送

り
ま
す
の
で
、
該
当
の
小
学
校

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
外
へ
転
出
予
定
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
該
当
者
：
来
年
度
小
学
校
に

江戸崎小学校　10月24日（金）浮島小学校　　　10月21日（火）
君賀小学校　　10月20日（月）古渡小学校　　　10月29日（水）
沼里小学校　　10月31日（金）あずま南小学校　10月  9日（木）
鳩崎小学校　　10月  7日（火）あずま東小学校　10月15日（水）
高田小学校　　10月17日（金）あずま北小学校　10月28日（火）
新利根小学校　10月  1日（水）あずま西小学校　10月27日（月）
阿波小学校　　10月  8日（水）

男
女
共
同
参
画
講
座

　

受
講
生
を
募
集

市
で
は
男
女
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
あ
い
、
支
え
あ
い
な

が
ら
自
立
す
る
社
会
、
ま
た
、

家
庭
や
職
場
・
地
域
、
誰
も
が

「
自
分
ら
し
く
」
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
、

「
男
女
共
同
参
画
講
座
」
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
：
10
月
26
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所
：
行
方
市
レ
イ
ク
エ
コ

ー
茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ

■
内
容
：
県
女
性
プ
ラ
ザ
主
催

講
演
会
「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

女
性
の
力
を
社
会
に
〜
」

■
講
師
：
白
井　
文 

氏（
前
尼

崎
市
長
・
グ
ン
ゼ
株
式
会
社
社

外
取
締
役
）

■
募
集
人
員
：
30
名

■
受
講
料
：
無
料

■
集
合
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎
・

東
庁
舎
よ
り
市
バ
ス
を
利
用
し

ま
す
。

※
集
合
時
間
、
乗
車
場
所
は
後

日
参
加
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
：
９
月
17
日（
水
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課 

男
女
共

同
参
画
推
進
係　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

４
０
６
）

hisyokouchou@
city.

inashiki.lg.jp

入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
平
成
20

年
４
月
２
日
～
21
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
方
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
教
育
学
務
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
５
０
０・

３
５
０
５
）

農
地
中
間
管
理
事
業（
農
地
の
貸
し
借
り
）

　
担
い
手
農
家
を
募
集
し
ま
す

　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農

地
を
貸
し
た
い
農
家
（
出
し
手
）

ま
た
は
農
地
を
借
り
た
い
担
い
手

農
家
（
受
け
手
）
が
農
地
の
有
効

利
用
や
農
業
経
営
の
効
率
化
・
規

模
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

農
地
中
間
管
理
機
構
が
相
手
を
見

つ
け
る
仲
介
役
と
な
り
、
農
地
が

荒
廃
や
遊
休
す
る
こ
と
な
く
ス
ム

ー
ズ
な
農
地
の
貸
し
借
り
を
可
能

に
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　
今
回
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
募

に
よ
り
受
け
手
と
な
る
担
い
手

の
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。農
地
の
借
り
受
け
を
考
え

て
い
る
担
い
手
農
家
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

◇
借
受
希
望
者
の
募
集
：
9
月

30
日
ま
で

◇
申
込
み
先
：
稲
敷
市
農
政
課

※
た
だ
し
、
事
業
を
活
用
し
て

貸
し
付
け
で
き
る
農
地
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
べ
て
の
農
地
を
貸
し
付
け
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

（
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト
）

　
中
間
管
理
機
構
は
、
公
的
機

関
な
の
で
安
心
し
て
い
つ
で
も

貸
し
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

個
人
で
相
手
を
探
さ
な
く
て
も

手
間
が
か
か
ら
ず
貸
し
出
せ
ま

す
。ま
た
、
後
継
者
が
い
な
い

と
き
で
も
耕
作
放
棄
地
に
な
ら

な
い
た
め
、
周
り
に
も
迷
惑
を

か
け
ま
せ
ん
。

※
中
間
保
有
で
き
る
の
は
最
大

2
年
間
ま
で
（
遊
休
農
地
・
耕

作
放
棄
地
を
除
く
）

（
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト
）

　
規
模
拡
大
し
た
い
時
に
、
個

人
で
探
さ
な
く
て
も
借
り
る
こ

と
が
可
能
で
す
。ま
た
、
農
地

が
分
散
し
て
い
る
な
ど
の
問
題

も
条
件
に
よ
っ
て
集
約
す
る
よ

う
に
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
で
作
業
が
効
率
的
に

な
り
ま
す
。

【
機
構
集
積
協
力
金
】

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
機
構
に

農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
に
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
出
し
手
農

家
（
個
人
）
や
地
域
に
対
し
て
協

力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
集
積
協
力
金
・
経
営
転
換

協
力
金
・
耕
作
者
集
積
協
力
金

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
８
）

-健康診断日程表-
「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
女
性

の
力
を
社
会
に
〜
」

白
井　
文 

氏

◁
橋
に
接
続
す
る
道
路
の
補
修
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高
齢
者
の
転
倒
事
故

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
転
倒
事
故
の
多
く
は

家
の
中
で
起
き
て
い
ま
す
。

事
例
１
：
玄
関
の
段
差
に
つ
ま

づ
き
転
倒
。と
っ
さ
に
腕
で
体

を
支
え
、右
手
首
を
骨
折
し
た
。

事
例
２
：
入
浴
し
よ
う
と
し
て

足
を
滑
ら
せ
、
浴
槽
の
縁
で
右

胸
を
強
く
打
っ
た
。

　
高
齢
者
は
け
が
を
す
る
と
重

症
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。一
番
の
予
防
は「
転
ば
な

い
環
境
を
つ
く
る
」こ
と
で
す
。

玄
関
な
ど
の
段
差
を
な
く
す
、

手
す
り
や
足
元
灯
を
設
置
す
る
、

床
に
物
を
置
か
な
い
な
ど
、
転

倒
を
防
ぐ
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
体
力
や
バ
ラ
ン
ス
力

を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
転

倒
を
防
げ
た
り
、
転
倒
し
て
も

軽
症
で
済
む
な
ど
の
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。日
常
生
活
で
こ

ま
め
に
体
を
動
か
し
、
散
歩
な

ど
無
理
な
く
で
き
る
運
動
を
心

が
け
ま
し
よ
う
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　
申
請
期
限
は
９
月
30
日
で
す

給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
方
（
公

務
員
の
方
を
除
く
）
に
は
、
申

請
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。給

付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。申
請
忘
れ
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金

○
給
付
対
象
者
：
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
や
生
活
保
護
受
給
者
は
除

き
ま
す
。

○
給
付
額
：
１
人
に
つ
き
１
万

円「
基
礎
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給

者
の
方
に
は
５
０
０
０
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。」

○
申
請
先
：
平
成
26
年
１
月
１

日
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市

町
村
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
０
５・

３
２
０
６
）

○
給
付
対
象
者
：
平
成
26
年
１

月
分
の
児
童
手
当
を
う
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
の
方

※
所
得
が
制
限
以
上
の
方
は
除

き
ま
す
。

○
給
付
額
：
１
人
に
つ
き
１
万

円（
対
象
と
な
る
児
童
）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
児
童
は
除
き
ま
す
。

◆
公
務
員
の
方
へ

勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

申
請
書
・
児
童
手
当
受
給
者
状

況
証
明
書
と
振
込
口
座
の
通
帳

の
写
し
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
申
請
先
：
平
成
26
年
１
月
１

日
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市

町
村
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課（
新
利
根

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間

な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日

本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
０
９
）

介
護
予
防
教
室

　
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ～

平
成
27
年
３
月
13
日
（
金
）

ま
で
の
金
曜
日（
全
16
回
）

▽
会
場
：
桜
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
須
賀
津
８
０
９
番
地
）

▽
講
師
：
所 

圭
吾 

先
生
（
理

学
療
法
士
）

▽
対
象
：
市
内
在
住
の
65
歳
以

腰
痛
・
膝
関
節
痛
の
改
善
を

目
的
と
し
た
体
操
教
室
を
開

催
し
ま
す
。個
別
メ
ニ
ュ
ー

で
、
理
学
療
法
士
が
指
導
し

ま
す
。

■「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
体
操
」

▽
日
時
：
10
月
17
日
（
金
）

上
の
方
で
、ご
自
分
で
会
場
に
来

ら
れ
る
方（
所
先
生
の
教
室
に
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
優
先
）

▽
定
員
：
20
名
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

▽
料
金
：
無
料

▽
申
込
方
法
：
９
月
25
日（
木
）

ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み

■ 

問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

住
ま
い
の
耐
震
診
断（
無
料
）

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

（
持
ち
家
）

▽
募
集
件
数
：
20
戸

▽
診
断
費
用
：
無
料

▽
募
集
期
間
：
9
月
30
日
（
火
）

ま
で

▽
申
込
書
配
布
お
よ
び
申
請
先
：

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎
は

都
市
計
画
課
）

■ 

注
意
事
項

・
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
半
壊

以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
な
い
も

の
が
対
象
で
す
。

・
耐
震
補
強
の
施
工
方
法
な
ど
の

精
密
診
断
は
対
象
外
で
す
。

・
悪
質
な
業
者
の
勧
誘
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
市
が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け
取

ら
れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐
震
診

断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派
遣
さ
れ
た

耐
震
診
断
士
は
、
営
業
活
動
を
行

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
７
０
２
）

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄
の

な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
大
地
震

に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、
目
視

や
聞
き
取
り
に
よ
る
診
断
を
行
い

耐
震
補
強
が
必
要
か
ど
う
か
を
無

料
で
判
定
し
ま
す
。

▽
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

稲
わ
ら
の
早
め
の
す
き
込
み
を
！

　

農
家
の
皆
さ
ま
へ

９
月
・
10
月
は
台
風
が
接
近

し
や
す
い
時
期
で
あ
り
、
稲

刈
り
後
、
稲
わ
ら
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
台
風
な

ど
で
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
、

側
溝
や
水
路
を
詰
ま
ら
せ
た

り
、
河
川
へ
大
量
に
流
れ
こ

ん
だ
り
し
て
、
大
き
な
被
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、稲
わ
ら
の
早
期

の
す
き
込
み
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
稲
わ
ら
の
早
期
す

き
込
み
に
は
、
次
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

地
力
増
進
効
果
／
根
崩
れ
の

原
因
と
な
る
ガ
ス
発
生
の
抑

制
／
こ
ぼ
れ
籾
に
よ
る
品
質

低
下
の
抑
制
／
雑
草
繁
殖
の

低
減
な
ど

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
５
２
０
８
）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400） 鹿嶋市荒野 1393-3（中野東小近く　実機あります。見学歓迎）
お問い合わせは ０２９９ー６９ー７９０９（TEL/FAX）
地元・自社施行販売の 有限会社 赤嶺電研企画

建設業許可茨城県知事 般-18 第 31782 号
太陽光発電の設計・施行・販売【産業用・家庭用】

太 陽 光 発 電 で
第二の年金！を始めませんか？
家族！家計！日本！そして、地球環境！全部に貢献！

広告

◆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金



informationくらしと情報

広報稲敷平成26年 9月号　2021　広報稲敷平成26年 9月号

▽
受
付
：
《
共
通
》
９
月
５
日

（
金
）か
ら
９
月
30
日（
火
）ま
で

▽
試
験
期
日
：
《
防
衛
大
学
校

学
生
》
１
次
：
11
月
８
日
（
土
）

お
よ
び
９
日（
日
）、《
医
学
科
学

生
》
１
次
：
11
月
１
日
（
土
）
お

よ
び
２
日（
日
）、《
看
護
学
科
学

生
》１
次
：
10
月
18
日（
土
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

第
６
回
霞
ヶ
浦
検
定

霞
ヶ
浦
市
民
協
会

霞
ヶ
浦
博
士
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。

▽
日
時
：
11
月
９
日
（
日
）　

▽
会
場
：
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿
町
）　

▽
対
象
：
ジ
ュ
ニ
ア
級
（
小
学

生
ま
で
）
午
前
10
時
〜
。３
級

（
ど
な
た
で
も
）
午
前
10
時
50

分
〜
。２
級（
３
級
認
定
者
）午

前
10
時
50
分
〜
。１
級
（
２
級

認
定
者
）
午
前
10
時
50
分
〜
。

▽
申
込
み
締
切
：
10
月
15
日

（
水
）　
▽
申
込
み
：
左
記
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
霞
ヶ
浦
市
民
協
会　
☎
０
２

９
︲
８
２
１
︲
０
５
５
２（
火
・

木・金
、午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
12
日
（
金
）
／

10
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
（
年
金

請
求
書
の
記
入
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
）・
年
金
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
や
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
な
ど
の
他
年
金
に

関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

人
に
は
み
な
人
権
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、高
齢
者
な
ど
に
対
す
る

人
権
侵
害
が
発
生
し
て
お
り
、大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る

暴
行
・
虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

人
権
侵
害
に
つ
い
て
、電
話
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
期
間
：
９
月
８
日
（
月
）
〜

14
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま

で
（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
ま
で
）　

▽
電
話
番

号
：
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１

１
０
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
）　

▽
相
談
員
：
人
権

擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９

９
１
９

結
婚
相
談
会

稲
敷
地
区

結
婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
：
10
月
５
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

▽
会

場
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽
参
加

資
格
：
年
齢
不
問
、
上
半
身
の

写
真
（
Ｌ
版
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。　
▽
参
加
方
法
：
左
記

問
い
合
わ
せ
先
へ
事
前
申
込
み

（
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
可
）

▽
参
加
費
：
無
料

●
稲
敷
地
区
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
（
糸
賀
清
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
４
︲
３
６
５
７

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

稲
敷
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。詳
細
は

市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、メ
ー
ル

に
てinashikitenisu@

yahoo.
co.jp

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
５
日
（
日
）　

午
前
８
時
30
分
～　
▽
種
目
：

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　

▽
会

場
：
桜
川
総
合
運
動
公
園　
▽

参
加
資
格
：
オ
ー
プ
ン
（
昨
年

度
の
優
勝
ペ
ア
は
参
加
不
可
）

▽
参
加
料
：
１
ペ
ア
２
０
０
０

円
▽
申
込
期
間
：
９
月
１
日

（
月
）
～
26
日（
金
）

●
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
長
濱
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
７
６
４

３
ま
ち
づ
く
り
条
例

一
部
改
正

茨
城
県
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
7
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。県

内
で
自
動
車
盗
難
が
多
発
し
て

い
ま
す
。こ
の
た
め
県
で
は
、

条
例
を
改
正
し
、
自
動
車
窃
取

目
的
な
ど
で
の
イ
モ
ビ
カ
ッ
タ

ー
の
所
持
な
ど
を
禁
止
し
ま
し

た
。違
反
し
た
場
合
は
、
３
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●
茨
城
県
生
活
文
化
課
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
室　
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
２
８
４
２

無
料
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
会

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
が
、

無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。行
政
、

税
務
、会
計
、労
働
・
社
会
保
険

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
相
談
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
当
日
受
付
順
）

▽
日
時
：
９
月
７
日
（
日
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▽
場
所 

：
茨
城
県
産
業
会
館

大
会
議
室
（
水
戸
市
桜
川
２
︲

２
︲
３
５
）　

▽
☎
０
２
９
︲

２
２
７
︲
７
１
２
１

●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会 

事
務
局　
☎
０
２
９
︲
２
２
６

︲
３
２
９
６

自
衛
官
募
集

ご
案
内

▽
受
験
種
目
：
防
衛
大
学
校
学

生（
一
般
）、医
学
科
学
生
、看
護

学
科
学
生（
自
衛
官
候
補
看
護
学

生
）　
▽
受
験
資
格
：
《
共
通
》

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

農
地
の
区
画
拡
大
・
暗
渠
排
水
設
置
等

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

国
で
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
目
的
と
し
、
農
地
の
区
画
拡
大

お
よ
び
暗
渠
排
水
管
設
置
な
ど
の

簡
易
な
二
次
的
整
備
を
行
う
農
業

者
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
（
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
）を
行
う
予
定
で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
事
業
実
施
を
希

望
さ
れ
る
方
を
把
握
す
る
た
め
、

要
望
量
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
希

望
さ
れ
る
方
は
要
望
量
調
査
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。要
望
量
調
査

書
は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁

舎
は
農
政
課
）、ま
た
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
提
出
期
限
：
９
月
30
日（
火
）

■
提
出
先
：
稲
敷
市
農
政
課
ま
た

は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
提
出
方
法
：
直
接
窓
口
に
提
出

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
の
場
合
は
９
月

30
日（
火
）必
着
。

（
注
）今
回
の
調
査
は
事
業
要
望
量

を
把
握
し
、
国
へ
補
助
金
の
予
算

を
要
求
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
の
予
算
配
分
に

よ
り
市
で
実
施
で
き
る
事
業
量
が

決
定
さ
れ
る
た
め
、
ご
提
出
い
た

だ
い
た
要
望
ど
お
り
に
事
業
実
施

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
事
業
の
対
象
と
な
る
要
件
】

○
現
況
地
目
が
田
、
ま
た
は
畑
と

な
っ
て
い
る
市
内
農
業
振
興
地
域

農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
事

○
事
業
実
施
後
８
年
間
は
転
用
し

な
い
事
を
確
定
で
き
る
農
地
で
あ

る
事（
８
年
以
内
に
転
用
し
た
場
合

に
は
、転
用
し
た
面
積
分
の
補
助
金

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
戦
略
作
物（
主
食
用
米
、
米
粉
用

米
、飼
料
用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、麦
、

大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
、
飼
料
作
物

（
牧
草
な
ど
））
ま
た
は
地
域
振
興

作
物（
レ
ン
コ
ン
、加
工
用
米
な
ど
）

の
作
付
け
を
行
う
農
地
で
あ
る
事

○
補
助
金
の
交
付
は
工
事
完
了
後

の
精
算
払
い
と
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
額
は
国
の
予
算
配
分
に

よ
り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

補助事業 事業内容 補助金基本額 集約化加算後（※）

田の区画拡大
（水路の変更を伴わないもの） 畦畔除去、均平作業等による区画拡大 10万円以内／ 10a 12万円以内／ 10a

田の区画拡大
（水路の変更を伴うもの）

水路の変更（管水路化等）を伴って行う
畦畔除去、均平作業等による区画拡大 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

畑の区画拡大
（水路の変更を伴わないもの） 畦畔除去、均平作業等による区画拡大 10万円以内／ 10a 12万円以内／ 10a

畑の区画拡大
（水路の変更を伴うもの）

水路の変更（管水路化等）を伴って行う
畦畔除去、勾配修正等による区画拡大 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

暗渠排水 吸水管（本暗渠管）の間隔が10m以下
の暗渠排水の新設 15万円以内／ 10a 18万円以内／ 10a

湧水処理 スポット的に湧水処理が必要なほ場に、
1本の暗渠整備を行うもの 15万円以内／ 100m 18万円以内／ 100m

末端畑地かんがい施設
（樹園地以外）

末端畑地かんがい施設の新設、廃止ま
たは変更 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

末端畑地かんがい施設
（樹園地）

末端畑地かんがい施設の新設、廃止ま
たは変更 30万円以内／ 10a 36万円以内／ 10a

【事業の主な内容】

※人・農地プランに登録、かつ1ha 以上のまとまりを有する申請地は助成単価が2割加算されます。
※補助金額は上表の補助金単価を上限とし、超えた分については自己負担となり、下回った場合には、実際工事にか
かった金額で実費精算となります。

■ 問合せ先
稲敷市農政課（東庁舎）　☎029 - 892 - 2000（内線5209）
ＦＡＸ：0299 - 78 - 3398
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9月  4日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
9月11日（木）	 ふれあいセンター
9月18日（木）	 東分庁舎	
9月25日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：9月9日（火）、30日（火）　午前10時〜午後4時　　
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

9月16日（火）　江戸崎庁舎／ 9月17日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝9月8日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：QRコードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：9月17日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：9月24日（水）、江戸崎公民館／10月28日
（火）、あずま生涯学習センター　※両日とも午前9時30分〜
正午　▽対象：市内企業経営者および勤務する方の労働トラ
ブルなど　▽要予約（前日午後5時までに予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）
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※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 じゃがいも（1）、うなぎ（1）

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4407）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G中央 50cm 0.062 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.054
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.101 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.094 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.074 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.057
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.084 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.052
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.063 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.066
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.050
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.070 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.053 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.102 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.081 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.072 
東中学校 校庭中央 1m 0.068 
認定こども園えどさき
（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.078 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.090 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.071 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.071 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.073 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.083

各体育施設、公園（7月22日）
施設名称 測定地 高さ 測定値

根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
高田コミュニティセンター
（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.090 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.080 
沼田野球場 野球場 1m 0.120 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.120 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.090 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.100 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.080
東グラウンド 野球場 1m 0.100 
白鷺球場 野球場 1m 0.090 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.140 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.070 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.120 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.110 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.120 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.120 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.100 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.070 

各小・中学校、幼稚園（7月22日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき
（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.085
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.089 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.056 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.066 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.057 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.077 

食品放射性物質測定結果（7月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（7月23日）

※公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）

8月24日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
8月31日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 はたかわ医院（美浦）tel.029-885-2358
9月7日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
9月14日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
9月15日（月）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
9月21日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
9月23日（月）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
9月28日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,914人（-18）
　　男：21,761人（-12）
　　女：22,153人（-6）
世帯数：14,799世帯（4）
※8月1日現在

9月の納税
▽納期限：9月30日（火）
・後期高齢者医療保険料：3期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
アロハ　ククナ	 第1、第2、第3月曜　午前9時30分〜
コーラス　カトレア	 第1、第3水曜　午後1時30分〜
ホ・アロハ・イリマ	 毎週金曜　午前10時〜
太極拳教室	 9月10日（水）　午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 9月12日（金）　午後2時〜
生花教室	 9月15日（月）　午後1時30分〜
料理教室	 9月24日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 9月24日（水）　午後1時30分〜
梅さんの落語会	 9月26日（金）　午後2時〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療センター
029 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療センター
029 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 029 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 029 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療センター
029 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 029 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療センター
029 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 029 7 - 6 3 -
7111

※祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJAとりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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で・き・ご・と
7-8月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

５ 

第
51
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会

７
月
２
日
、
第
51
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
が
ひ

た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
沼
里
小
学

校
の
児
童
が
市
を
代
表
し
、参
加
し
ま
し
た
。大
会
で
は
、県
内

の
27
校
が
参
加
し
、
自
転
車
の
学
科
試
験
や
実
技
試
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

６ 

江
戸
崎
中
学
校
関
東
大
会
出
場
へ

江
戸
崎
中
学
校
よ
り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
新
体
操
部
・
水
泳

部
の
３
種
目
で
関
東
中
学
校
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

７ 

集
ま
れ
！
い
な
し
き
っ
こ〈
夏
祭
り
〉

８
月
1
日
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
４
か
所
合
同
）で
は
、

江
戸
崎
体
育
館
に
お
い
て
、「
集
ま
れ
！
い
な
し
き
っ
こ
」を
開

催
し
ま
し
た
。０
歳
か
ら
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

が
会
場
に
足
を
運
び
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
の
お

面
を
作
っ
た
り
す
る
な
ど
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

８ 

江
戸
崎
Ｐ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

７
月
21
日
、
圏
央
道
江
戸
崎
Ｐ
Ａ
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
の
特
産
品
な
ど
を
配
布
し
、ま
た
、市
観

光
協
会
の
キ
ッ
チ
ン
飯
野
屋
さ
ん
か
ら
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
な
ど

の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
好
評
に
つ
き
予
定
配
布
数
３
０

０
名
分
は
あ
っ
と
い
う
間
に
配
り
終
え
ま
し
た
。

９ 

第
19
回
市
輪
投
げ
大
会

７
月
30
日
、
稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
第
19
回

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
40
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
そ
の
結
果
、「
鳩
崎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム
」が
優
勝

し
ま
し
た
。鳩
崎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
は
、10
月
22
日
に
行
わ
れ
る

「
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
参
加
し
ま
す
。

１ 

江
戸
崎
の
ま
つ
り

江
戸
崎
祇
園
祭
の
初
日
７
月
25
日
、
恒
例
の「
江
戸
崎
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
商
店
街
通
り
を
11
団
体
、
約
２
４
０
人
が
踊
り

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
日
を
皮
切
り
に
、厳
粛
で
勇

壮
な
江
戸
崎
祇
園
祭
が
始
ま
り
、
３
日
間
街
中
は
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

２ 

伊
佐
部
祇
園
祭

７
月
20
日
に
伊
佐
部
地
区
で
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

お
祭
り
は
約
３
０
０
年
に
わ
た
り
地
元
の
人
々
に
受
け
継
が
れ

守
ら
れ
て
き
た
祇
園
祭
で
す
。こ
の
祇
園
は
砂
切
（
サ
ン
ギ
リ
）

祇
園
と
も
言
わ
れ
、「
御
神
酒
料
頂
戴
」の
口
上
が
あ
る
た
び
に

サ
ン
ギ
リ
の
お
囃
子
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

３ 

市
へ
寄
付
金

　
　
㈱
い
ず
み
や
／
稲
敷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

株
式
会
社
い
ず
み
や（
代
表
取
締
役
村
松
卓
）様（
３
︲
ａ
）よ

り
市
立
東
中
学
校
へ
50
万
円
の
屋
外
時
計
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、
稲
敷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
様
（
３
︲
ｂ
）

よ
り
社
会
福
祉
の
振
興
の
た
め
、寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４ 

農
業
三
士
認
定
者
が
表
敬
訪
問

７
月
25
日
、農
業
三
士（
農
業
経
営
士
・
女
性
農
業
士
・
青
年
農

業
士
）の
認
定
者
が
田
口
市
長
を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
農
業
三
士
は
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
業
担
い
手

の
確
保
・
育
成
や
地
域
農
業
の
振
興
に
活
躍
し
て
い
る
農
業
者

を
知
事
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
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社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733
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　　　　稲敷市成年後見サポートセンター

　　　善意銀行運営事業
市民の皆さま方からの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、5月28日〜7月27日）
【寄付金】　佐藤恵子　稲敷市盆栽会　陶芸ボランティア

【成年後見制度の種類】
成年後見制度には、2種類あります。
　ひとつは、本人の判断能力が衰えてから利用する「法定後見制度」で、もうひとつは、判断能力が十分あるうちに自分
の意思に基づいて、自分の判断能力が不十分になった時の対応を契約で決めておく「任意後見制度」です。
　また、法定後見制度には、本人の判断能力の程度によって「後見」「保佐」「補助」の3つに区分されます。
《成年後見制度の種類》

　　　「認知症サポーター養成講座」受講者募集

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付について

【認知症】は誰にでも起こりうる脳の病気です。認知症になっても、周囲の理解と気遣いがあれば、穏やかに暮らしていくこと
は可能です。そのためには地域の支え合いが不可欠です。地域包括支援センターでは、認知症の人とその家族を支える地域づ
くりを目指しています。
９月は認知症を知る月間です。この機会に認知症について学び、私たちに何ができるか一緒に考えていきましょう。１時間半
の認知症サポーター養成講座を受講した方には、サポーターとしての証し“オレンジリング”が贈られます。

市民のみなさまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者など
に買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内のボランティア活動支援のために役立てられます。ご協力ありがとうござい
ました。（敬称略・順不同、5月28日〜7月27日）
根本清三　岡本京子　髙栁千津子　川崎典雄　香取商店　㈲あらい　メタルテック㈱茨城工場　匿名1名

　　　「稲敷市知っとこ講座」受講者募集
　　　〜住み慣れた場所で安心した暮らしをしていくために〜
障がいや病気、加齢による生活不安の際、どのような支援が受けられるのでしょうか？住み慣れた地域で安心して生活を続
けることができるのかを介護保険からボランティアまで現在の稲敷市を知っておきましょう。
　今私たちに何ができるのか、これからの生活を一緒に考えていきませんか？
■開催日時：10月2日（木）午前９時４５分〜正午　■開催場所：稲敷市江戸崎福祉センター
■参加資格：稲敷市在住または在勤者【定員40名】    ■受講受付期間：9月30日（火）まで（先着順、定員になり次第受付終了）
【問合せ先】
社会福祉協議会　☎029-892-5711

■開催日時：9月27日（土）午前10時〜午後11時30分　■開催場所：稲敷市江戸崎福祉センター
■対象者：稲敷市在住または在勤者【定員30名】　　■受講受付期間：9月25日（木）まで（先着順、定員になり次第受付終了）
【問合せ先】
社会福祉協議会　地域包括支援センター　☎029-834-5353

成年後見

法定後見

任意後見

保佐

後見

補助

【法定後見制度の内容】
すでに判断能力が不十分な時に利用するのが法定後見制度です。
　本人の判断能力の程度によって「後見」「保佐」「補助」の3つに区分されますが、その区分内容は下記のとおりです。

区分 状況 具体例

後見 自己の財産を管理・処分すること
ができない。

日常的に必要な買い物も自分ではできず、誰かに代わってやってもらう
必要がある。

保佐 自己の財産を管理・処分するには、
常に援助が必要である。

日常的に必要な買い物は自分でできるが、不動産の売買など重要な財産
行為や介護保険サービスの契約などは自分ではできない。

補助 自己の財産を管理・処分するには、
援助が必要な場合がある。

重要な財産行為は自分でできるかもしれない、できるかどうか不安があ
るので誰かに代わってやってもらった方がよい。

【問合せ先】
社会福祉協議会　成年後見サポートセンター　☎029−892−5711



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

広報稲敷平成26年 9月号　3031　広報稲敷平成26年 9月号

　　　成人検診のお知らせ

行事予定（9月） 2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：9月5日（金）
午後1時〜1時20分　対象＝平成24
年8月1日〜9月1日生まれ
3歳児健診
▽ふれあいセンター：9月17日（水）午
前9時45分〜10時　対象＝平成23
年8月3日〜9月12日生まれ
育児相談
随時、お子さんの食事や子育ての相談を

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽東保健センター：9月4日（木）午後
1時〜1時20分　
1歳6か月児健診
▽東保健センター：9月19日（金）午後
1時〜1時20分　対象＝平成25年1月
20日〜平成25年2月15日生まれ

受け付けています。健康増進課までお気
軽にお電話ください。
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：9月26日（金）
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

＜10月地区健診＞
下記日程で健診を行います。予約の必要はありません。
◎大腸がん検診をご希望の方は、容器を郵送しますので希望日の10日前までにご連絡ください。

　　 あ い ア イ
～ ぴょんぴょんルームはじまるよ♪ ～
リズム遊びをしたり、つくって遊んだ
り、毎週（火）はあいアイで遊ぼう！
▽日時：毎週（火）午前10時30分～　
▽対象：1歳6か月～就園前の子　▽予
約の必要はありません　※行事などに
よりお休みすることもあります。

～ 図書館散策をしよう♪ ～
子ども向けの本も、大人向けの本もた
くさんの本があります！ぜひみんなで
遊びに行ってみましょう。小さな子で
も楽しめるプチ映画会も行いますよ♪
▽日時：9月18日（木）午前10時30分
現地集合　▽場所：稲敷市立図書館

　　 つばさ・ひまわり
〜 9月の行事 〜
9月11日（木）パネルシアターを見よ
う／9月25日（木）触れ合い遊び♪
▽時間：午前10時15分～
親子でゆったり楽しい時間を過ごしま
しょう。予約不要なので、お気軽にお越
しください。

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜9月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。
（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

【あいアイ】
  2日（火）	 子育て講座「救命処置法」
  8日（月）	 午前中休館（清掃のため）
11日（木）	 ママと遊ぼう！
19日（金）	 ９月生まれのお誕生会♪
25日（木）	 キックボクシング
★ぴょんぴょんコーナー★
  9日：製作、16日：リズム遊び、30日：作って遊ぼう
【つばさ】
  4日（木）	 はぎれで作ろう♪貝の根付
  9日（火）	 子育てトーク＆給食体験（離乳食完了児）
11日（木）	 norinori ☆英語であそぼう
19日（金）	 お誕生会＆十五夜お団子作り
24日（水）	 健康講座（ひまわり合同）
30日（火）	 手芸講座「ドレスタオル」
【ひまわり】
  3日（水）	 敬老カード作り（5日（金）も実施します）
  9日（火）	 給食体験（離乳食完了児）
12日（金）	 お誕生会＆お花のアレンジ♪
25日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ
【こうだ】
  4日（木）	 交通安全教室
18日（木）	 手作りおもちゃで遊ぼう！

つばさ・ひまわり
七夕コンサート☆歌
って笑ってたのしか
ったね♪

あいアイ
かめさんプールで水
遊び♪
気持ちいいな～♪

こうだ
すてきなキラキラウ
ォーターボトルがで
きました。水の色も
徐々にピンク色にか
わります♪♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～9月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時
【東保健センター】
3日（水）、5日（金）、10日（水）、17日（水）、22日（月）
【桜川保健センター】
4日（木）、24日（水）、26日（金）、29日（月）

期日 会場
受付　午前10時〜11時 受付　午後2時〜3時

10月1日（水） 町田集落センター 幸田集落センター

10月2日（木） 西代集落センター 東保健センター

10月3日（金） 東保健センター

10月7日（火） 浮島中央集落センター 桜川保健センター

10月8日（水） 桜川保健センター

10月9日（木） 高田コミュニティセンター 神宮寺集落センター

10月10日（金） 桜川総合運動公園体育館 鳩崎コミュニティセンター

※国民健康保険にご加入の40歳以上の方を対象に特定健康診査（身体計測・血液検査・尿検査・心電図・眼底検査）を無
　 料で行います。「健康保険証」と「特定健診受診券」をご持参ください。
※19歳～ 39歳を対象に生活習慣病予防健診を行います。（「健康保険証」をご持参ください）
※75歳以上の方を対象に高齢者健康診査を行います。（「健康保険証」と「健診受診券」をご持参ください）
※社会保険にご加入の被扶養者の方で希望の方は各医療保険者（協会けんぽ、健保組合、共済組合）にお問い合わせくださ
　い。（一部負担金あり）
※40歳以上の方は、胸部レントゲン検査（無料）及び大腸がん検診の対象となります。



 

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより 生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
	 	 fax.0297-87-5306
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図書カレンダー  9月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 1	 2	 3	 4	 5	 6	
	 7	 8	 3	 10	 11	 12	 13	
	 14	 15	 16	 17	 18	 19	 20	
	 21	 22	 23	 24	 25	 26	 27	
	 28	 29	 30	 	 	 	
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、16日（火）、23日
（火）、30日（火）
桜川•新利根公民館図書室
毎週月曜日、16日（火）、23日（火）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

「手作り絵本教室」を開催しま
す！
世界でたった1冊の自分だけの絵本を
つくってみませんか。
　絵とお話は自作…。むずかしく考え
ることはありません。ごく身近な出来
事やおしゃべりが本格的な製本で素敵
な1冊に仕上がります。ぜひ、チャレ
ンジしてください。
【日時】※いずれも午前10時〜正午
〈第１回〉10月 5日（日）
〈第２回〉10月19日（日）
〈第３回〉11月15日（土）
▽会場：市立図書館　２階会議室
▽対象：中学生以上　
※3日間すべてに参加できる方
▽申込：直接電話またはＦＡＸで9月
21日（日）までにお申し込みください。
※毎週月曜・祝日は休館
▽定員：30名（先着順）
▽持ち物：筆記用具、エプロン、その他
必要なものは随時連絡

折って遊ぼう！
今月は「カメラ」と「ピアノ」を折ってあ
そびます。親子で楽しんでみませんか。
▽日時：9月13日（土）午前10時～11
時　▽対象：3歳～小学生まで(当日申
込、定員20組)　▽場所：市立図書館

映画会　〜9月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■猿の惑星 創世記〈ジェネシス〉（洋
画105分）
▽上映日：6日（土）・7日（日）
■赤毛のアン（アニメ40分）
▽上映日：13日（土）・14日（日）
■おくりびと（邦画131分）
▽上映日：20日（土）・21日（日）
■カチリンの鈴 ちいさなジャンボ バ
ラの花とジョー（アニメ95分）
▽上映日：27日（土）・28日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。

市立図書館 ◆おはなしの木：9月20日（土）午後1
時〜　大型絵本「あひるのおおさま」、
エプロンシアター「大きなかぶ」ほか
◆図書館おはなし会：9月28日（日）
午前10時30分〜　絵本「しっぽのつ
り」、「まんげつダンス」、ほか

新刊図書（写真左から）
「怪談」
小池真理子（集英社）
「春の庭」
柴崎友香（文藝春秋）
「修羅走る関ケ原」
山本兼一（集英社）

家庭教育学級
〜移動教室・料理教室〜 新利根地区野球大会

７月３日、そなエリア東京にて移動教室を、19日にはふ
れあいセンターにて料理教室を開催しました。どちらも保
護者同士の交流を深めることが出来ました。

８月３日に新利根地区体育推進委員会主催による新利根地
区野球大会が開催されました。快晴の中、熱戦が繰り広げ
られ、勝利を手にしたのは柴崎でした。

第10回稲敷市子ども会スポーツ大会〜ドッジボールの部〜

7月5日、江戸崎総合運動公園体育館にお
いて第10回稲敷市子ども会スポーツ大
会ドッジボールの部が開催されました。
　各小学校から27チームが出場し、優
勝を目指して熱戦が繰り広げられまし
た。優勝、準優勝チームには9月に行わ
れる県大会での活躍が期待されます。
　大会結果は下記の通りです。
優　勝：江戸崎地区子ども会Ａチーム
準優勝：阿波地区子ども会Ｂチーム
第３位：あずま北地区子ども会Ａチーム
第４位：あずま西地区子ども会Ｅチーム

「想像の翼に乗って」村岡花子
「春遠からじ」北原亞以子
「弾正星」花村萬月
「敗者たちの季節」あさのあつこ
「相互確証破壊」石持浅海
「遊佐家の四週間」朝倉かすみ
「猫大好き」東海林さだお

このほかにも多数の新刊図書があります。市ホームペ
ージでご確認ください。

△江戸崎地区子ども会Ａチーム

▽阿波地区子ども会Ｂチーム
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携
帯
に
地
震
警
報
明
易
し	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

僧
の
説
法
心
耳
に
ひ
び
く
梅
雨
の
寺	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

白
鷺
の
足
を
汚
さ
ず
青
田
波	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

迎
火
や
お
や
じ
の
顔
と
祖
母
の
顔	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

紫
陽
花
の
色
映
え
て
雨
降
り
し
き
る	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

海
の
日
や
キ
リ
ン
と
呼
ば
る
ク
レ
ー
ン
群	

石
井
忠（
橋
向
）

開
け
放
し
明
る
さ
増
し
ぬ
夏
座
敷	

宮
本
芳
子（
切
通
）

夏
祭
り
看
板
立
ち
し
戸
張
辻	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

夕
涼
を
吾
が
物
と
す
る
窓
一
つ	

岡
村
敏
子（
新
山
）

初
捥も

ぎ
の
ト
マ
ト
を
供
え
語
り
か
け	

福
本
き
み
え（
新
山
）

真
葛
原
花
を
ひ
そ
め
て
香
を
立
て
り	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

梅
雨
さ
中
財
布
持
た
ず
に
バ
ス
に
乗
り	

根
本
京
子（
高
田
）

う
ど
ん
屋
に
仏
法
僧
が
鳴
い
て
い
る	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

万
緑
の
木
下
に
鎌
の
響
き
あ
ふ	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

抽ひ
き
だ
し斗
の
朱
印
帳
古
り
夏
深
し	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

裏
山
の
そ
よ
風
入
れ
て
夏
座
敷	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

梅
雨
晴
間
日
本
海
の
水
平
線	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

虫
捕
り
の
網
を
掲
げ
て
子
ら
通
る	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

道
端
の
草
ま
で
蛇
に
見
え
に
け
り	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

青
葦
や
川
面
を
渡
る
風
の
音	

富
元
禮
子（
古
渡
）

蚊
帳
吊
り
の
太
釘
残
る
和
室
か
な	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

大
学
の
孫
送
り
来
し
夏
帽
子	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

す
も
も
採
る
屋
根
の
上
な
る
九
十
老	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

雨
に
濡
れ
か
細
く
啼
い
た
野
良
猫
は
投
げ
ら
れ
た
餌
む
さ
ぼ
り
て
食
う	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

散
策
も
一
人
し
あ
れ
ば
橋
ま
で
と
陽
の
照
る
川
に
心
放
て
り	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

わ
が
米
寿
祝
い
て
く
る
る
こ
の
宴
に
孫
と
曾
孫
の
笑
顔
尊
し	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

律
儀
な
る
人
よ
と
思
う
贈
ら
れ
し
手
製
奥
久
慈
新
茶
を
淹
れ
る	
根
本
正
直（
門
前
）

梅
雨
明
け
て
日
毎
伸
び
立
つ
向
日
葵
の
花
咲
き
そ
め
る
ま
ば
ゆ
き
ほ
ど
に	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

ふ
る
さ
と
の
山
は
な
つ
か
し
通
学
路
一
里
の
道
は
つ
ら
き
日
も
あ
り
き	

松
本
静
子（
西
町
）

荒
畑
の
草
叢
背
丈
追
い
越
し
て
ひ
と
き
わ
高
く
合
歓
の
花
咲
く	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

気
が
つ
け
ば
子
の
夏
休
み
始
ま
り
て
祭
に
お
盆
と
行
事
が
浮
か
ぶ	

山
本
彰
治（
高
田
）

地
球
儀
を
廻
し
確
め
見
る
サ
ッ
カ
ー
戦
う
若
き
ら
国
を
背
負
い
て	

財
部
睦
美（
光
葉
）

川
に
添
う
い
つ
も
の
道
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
歩
を
休
め
見
る
月
見
草
の
花	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

う
つ
そ
う
と
樹
木
の
茂
る
苔
庭
に
も
じ
ず
り
の
花
ひ
そ
か
に
咲
け
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

笠
間
に
て
焼
も
の
作
り
完
成
す
拙
き
も
の
の
我
満
足
す	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

参
観
日
の
母
の
着
物
の
色
に
似
し
こ
ぼ
れ
種
子
よ
り
咲
け
る
朝
顔	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

仏
壇
の
前
に
西
瓜
を
ど
ん
と
置
く
わ
が
丹
精
の
も
の
と
告
げ
つ
つ	

川
村
と
み（
堀
川
）

乗
客
の
七
、八
割
は
ス
マ
ホ
見
て
画
面
す
べ
ら
す
指
も
せ
わ
し
く	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

制
服
の
胸
よ
り
風
を
入
れ
て
い
る
ベ
ン
チ
に
並
ぶ
少
女
ら
の
夏	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

意
の
ま
ま
に
動
け
る
身
の
ほ
ど
幾
許
ぞ
丹
念
に
け
ふ
も
花
の
手
入
れ
す	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

五
、六
年
同
じ
沼
に
啼
く
牛
蛙
孫
か
曾
孫
か
そ
れ
と
も
長
寿	

柴
崎
文
子（
町
田
）

窓
の
辺
に
ひ
と
つ
た
ゆ
た
ふ
黒
揚
羽
ば
ら
に
止
ま
り
ぬ
妻
の
忌
の
朝	

小
泉
實（
福
田
）

夫
の
声
今
も
消
え
ざ
る
紫
陽
花
忌
あ
の
日
の
様
に
雨
の
降
る
べ
し	

根
本
邦
子（
押
砂
）

突
き
当
た
る
壁
に
脱
皮
を
重
ね
つ
つ
老
女
は
高
く
雲
に
遊
ぶ
も	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

蕎
麦
に
よ
し
薬
味
に
ぞ
せ
ん
入
念
に
青
紫
蘇
き
ざ
め
ば
初
夏
の
風
立
つ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

「
夜
が
明
け
た
朝
が
来
た
よ
」と
早
起
き
の
鴉
の
声
を
う
と
う
と
と
聞
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

ふ
る
さ
と
探
訪　

第
96
号

　
江
戸
崎
古
城
図
に
見
え
る
寺
院
②

　
　
　
天
海
の
住
持
し
た
寺
・
不
動
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

今
回
は
天
台
宗
不
動
院
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

不
動
院（
醫
王
山
東
光
寺
）は
、
慈
覚
大
師
円え
ん
に
ん仁

（
平
安
前
期
、
天
台
座
主
三
世
）が
信
太
荘
安
中

（
美
浦
村
）
に
開
い
た
寺
が
前
寺
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
明
二
年（
一
四
七
〇
）に

江
戸
崎
城
主
土
岐
原
景か
げ
な
り成
を
檀だ
ん
お
つ越
に
、
比ひ
え
い
ざ
ん

叡
山

無む
ど
う
じ

動
寺
の
僧
幸こ
う
よ誉
法
印
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
ま

し
た
。

　

四
世
幸こ
う
け
ん賢
の
代
に
、
常
陸
国
に
展
開
し
た
真

言
宗
と
の
絹け
ん
い
そ
う
ろ
ん

衣
相
論
に
関
与
し
ま
し
た
が
、
天

文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
七
月
に
後
奈
良
天
皇

の
綸り
ん
じ旨
が
不
動
院
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。天
台

宗
の
勢
力
の
強
か
っ
た
常
陸
国
の
中
で
も
、
土

岐
原
氏
を
外げ
ご
し
ゃ

護
者
と
し
て
い
た
当
時
の
不
動
院

の
探た

ん
だ
い題
と
な
り
、
論
義
を
復
興
し
、
全
焼
後
の

延
暦
寺
復
興
を
図
り
ま
し
た
。寛
永
二
年
（
一

六
二
五
）
に
江
戸
城
の
鬼
門
に
あ
た
る
上
野

忍し
の
ぶ
が
お
か
岡
に
東
叡
山
寛
永
寺
を
創
建
し
、
の
ち
天

台
宗
僧
侶
の
学
問
・
教
育
の
場
と
し
て
東
叡
山

勧か
ん
が
く
い
ん

学
院
を
創
建
し
て
い
ま
す
。天
台
宗
中
興
の

祖
と
崇あ
が

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
海
は
不
動
院
を
修
復
し
、
慶
長
八
年
（
一

六
〇
三
）
ま
で
不
動
院
の
院
務
に
か
か
わ
り
ま

し
た
。不
動
院
は
天
海
が
関
東
に
お
い
て
最
初

に
住
持
し
、
そ
の
後
の
活
動
の
基
盤
と
な
っ
た

寺
で
す
。

　

住
寺
中
に
本
尊
が
不
動
明
王
か
ら
山さ
ん
の
う
ほ
ん
ち

王
本
地

に
替
え
ら
れ
て
お
り
、「
枕ち
ん
げ
つ月　

三さ
ん
じ
ん
ぎ

身
義　

新し
ん
じ
ょ
う
が
ん
ぼ
ん

成
願
本
」の
書
写（
天
正
二
〇
年
）、請し
ょ
う
う雨（
あ

ま
ご
い
）
の
祈
祷
と
芦
名
盛
重
夫
人
の
安
産
祈

祷
、
末
門
寺
院
の
統
制
等
が
そ
の
業
績
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

請
雨
の
祈
祷
は
天
海
の
密み
っ
き
ょ
う
け
い

教
系
の
天
台
僧
と

が
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
た
事
情
が
わ
か

り
ま
す
。

　

こ
の
の
ち
江
戸
崎
城
主
土
岐
治
英
が
大
壇
越

と
な
っ
て
、
安
中
に
あ
っ
た
寺
院
を
江
戸
崎
に

移
し
、
本
堂
を
建
立
し
ま
し
た
。五
世
清せ

い
き
ゅ
う
久
の

代
で
す
。

　

天
て
ん
し
ょ
う正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
北
条
氏
方
で
あ

っ
た
土
岐
原
氏
は
、
佐
竹
氏
の
江
戸
崎
城
攻
め

に
よ
り
衰
微
し
ま
し
た
。土
岐
原
氏
に
代
わ
っ

て
江
戸
崎
城
主
と
な
っ
た
芦あ
し
な
よ
し
ひ
ろ

名
義
広
は
、
会
津

黒
川
稲
荷
堂
（
福
島
県
会
津
市
）
か
ら
隨ず
い
ふ
う風
を

招
い
て
不
動
院
を
再
中
興
さ
せ
ま
し
た
。随
風

は
こ
の
年
、天
海
と
名
を
改
め
ま
し
た
。

　

天
海
は
、
徳
川
家
康
の
命
で
比ひ
え
い
ざ
ん
さ
い
こ
う
し
き

叡
山
最
高
職

◁
不
動
院
蔵「
慈
眼
大
師
御
傅
記
埤
」

統
制
は
土
岐
氏
の
時
代
か
ら
そ
の
動
き
が
み
ら

れ
ま
す
が
、天
海
住
持
中
に
、三さ
ん
し
な
ん

指
南（
吉
祥
院
・

満
願
寺
・
円
密
院
）、寺じ
ち
ゅ
う中（
南な
ん
ぞ
う
い
ん

蔵
院
・
常
光
院
・

江
龍
院
・
玉ぎ
ょ
く
せ
ん
い
ん

泉
院
・
遍へ
ん
じ
ょ
う
い
ん

照
院
）、町
寺
中（
持
泉
院
・

円
福
寺
・
花
蔵
院
・
神
宮
寺
・
金こ
ん
ぞ
う
い
ん

蔵
院
）が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
長
七
年
佐
竹
義
宣
の
秋
田
移い
ほ
う封
に
と
も
な

い
、
江
戸
崎
城
主
芦
名
盛
重
も
角
館
に
移
り
ま

し
た
が
、
不
動
院
は
天
海
が
住
持
し
て
い
た
由

緒
あ
る
寺
院
と
し
て
、
徳
川
家
康
か
ら
河
内
郡

東
条
庄
で
一
五
〇
石
の
寄
進
（
朱
印
状
）
を
受

け
ま
し
た
。
寛
永
一
一
年
に
は
東
叡
山

直じ
き
ま
つ
じ
い
ん

末
寺
院
と
な
り
、
山
門
三
院
執
行
探
題
大
僧

正
の
名
で
、「
掟お
き
て」
一
三
条
が
出
さ
れ
て
お
り
、

二
時（
朝
夕
）の
勤
行
、
東
照
宮
大
権
現
の
法ほ
う
ら
く楽
、

三
季
の
講こ
う
え
ん筵
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

し
て
の
一
面
を
示
す
も
の

で
す
。文
禄
二
年
（
一
五

九
三
）
の
夏
は
、
異
常
な

日
照
り
続
き
で
農
民
は
苦

し
ん
で
い
ま
し
た
。天
海

は
求
め
に
応
じ
て
、
祈き

う雨

の
法
を
修
し
、
降
雨
を
も

た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
東
叡
山
開
山
慈じ
げ
ん
だ
い

眼
大

師し
え
ん
ぎ

縁
起
）。

　

不
動
院
の
末
門
寺
院
の

△天海画像

△不動院本堂



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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稲四季通信 ♯14 
～おいしい取材！
新鮮たまごと黄金色の田んぼ～

2

1

3

岡田さん家の田んぼヨシモトファーム

ヨシモトファームでは
卵の直売も行っていま
す。
TEL:029-892-1453
住所 : 稲敷市羽賀 2409

　８月７日炎天下の中、羽賀で養鶏を営むヨシモトファーム、柴崎の岡田さんの田
んぼに取材に行きました。取材後には、精米したてのミルキークイーンと採れたて
の卵でつくる卵かけごはんを頂きました。ミルキークイーンはもちもちとした食感
でもちの甘さが感じられ、卵の黄身は濃厚で口の中でとろけるおいしさでした。ご
飯と一緒に旬の野菜を使った手作りお漬物もいただき、しその入ったさっぱりとし
たきゅうりの漬物や、塩加減のほどよい梅干しなど、ご飯がどんどん進むおいしさ
でした。みなさんも是非、新米で絶品の卵かけを食べてみてください！！

1.採れたて卵で味わう卵かけごはん。黄
身の濃厚さが違います。2.ご飯にはやっ
ぱりお漬物 　3.養鶏場内の直売所。取材
時もお客さんで賑わっていました。

　ヨシモトファームでは、約
１万５千羽の鶏が飼育されて
おり、毎日約１万個の卵が採
れるそうです。吉本さんの仕
事は毎朝５時頃から始まり、
卵の回収、鶏舎の掃除、暑さ
管理等多岐にわたります。特
に鶏は暑さに弱いので、夏は
ファンをフル稼働するなどで
鶏の健康管理に気を配ってい
るそうです。
　また、生き物相手の仕事な
ので、ほぼ毎日が仕事とのこ
と。大変だけれども鶏にとっ
て常に最適な環境を保つこと
がおいしい卵を生みだす秘訣
だと教えてもらいました。

岡田さんの田んぼは既に立派
な穂を一面に実らせていて、
まるで黄金色のじゅうたんの
ようでした。この日は風も気
持ち良く、ここで食べるおに
ぎりは最高なのだとか。
米作りの最大の敵といえば台
風ですが、実は風が吹かない
とおいしいお米は出来ないと
のこと。風が吹くことで田ん
ぼの中の害虫たちが飛ばされ
、被害が減るのだそうです。
収穫はもうすぐ。今年も新米
を食べられる日が待ち遠しい
ですね。

稲四季通信の取材先
を探しています。旬
の食材の情報をお寄
せください！


